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名寄市総合計画審議会会長 様

名寄市長 加 藤 剛 士

第３次名寄市総合計画の策定について（諮問）

本市は、人口減少や少子高齢化による人口構造の変化、経済の停滞、自然

災害に対する市民意識の高揚、広域連携や地方創生の推進など大きく変化する

社会情勢に的確に対応していくため、平成 29 年３月に「名寄市総合計画（第２

次）」を策定し、「自然の恵みと財産を活かし みんなでつくり育む 未来を拓く北の

都市・名寄」の実現を目指して、まちづくりを進めてきておりますが、計画期間が令和８
ま ち

年度をもって終了します。

本市を取り巻く環境は、人口減少や少子高齢化の一層の進展による地域のくら

しや経済を支える担い手の不足、気候変動に起因する自然災害の頻発・激甚化、

デジタルトランスフォーメーションの進展、脱炭素・循環型社会実現に向けた機運の

高まり、働き方や人々の価値観・ライフスタイルの変化に加え、公共施設等の老朽

化や財政運営の課題など、状況は大きく変革しつつあります。

また、本市においては、市民主体のまちづくりの実現を目的とした「名寄市自治基

本条例（平成 22 年３月３日条例第１号）」において、行政運営の基本の一つとして

総合計画の策定が義務付けられていることから、これからも誰もが住み続けたいと思

えるまちを築き、次の世代へ引き継いでいけるよう持続可能なまちづくりを目指し、新た

なまちの将来像や目標を定め、その実現に向けて、市民と行政が協働による行政運

営を進めていくための行動指針として、令和９年度を初年度とする第３次名寄市総

合計画を策定することといたしました。

つきましては、「名寄市総合計画審議会条例（平成 29 年 12 月 20 日条例第

33 号）」第２条の規定により、貴審議会の意見を求めます。


